





































２　ナショナル・トラストについては以下を参照のこと。Graham Murphy, Founders of the 
National Trust （London: National Trust Enterprises, 2002）（四元忠博訳『ナショナル・ト
ラストの誕生』緑風出版，1992年）；水野祥子「世紀転換期イギリスの環境保護活動――ナショ
ナル・トラスト創設をめぐる新たな展開」，『西洋史学』191（1998年），184-203頁。
３　Peter Coates, Nature: Western Attitudes since Ancient Times（Berkeley: University of 
































５　たとえば以下を参照のこと。Jan Marsh, Back to the Land: The Pastoral Impulse in Eng-
land, from 1880 to 1914 （London: Quarter Books, 1982）.
６　カーペンターについては以下を参照のこと。Chushichi Tsuzuki, Edward Carpenter, 1844-
1929: Prophet of Human Fellowship（Cambridge: Cambridge University Press, 1980）（都
築忠七『エドワード・カーペンター伝――人類連帯の予言者』晶文社，1985年）; Sheila 
Rowbotham, Edward Carpenter: A Life of Liberty and Love （London: Verso, 2008）. 
７　Dennis Hardy, Alternative Communities in Nineteenth Century England （London: Long-
man, 1979）, pp.181-183; Marsh, Back to the Land, pp.99-101; Matthew Thomas, Anarchist 
Ideas and Counter-Cultures in Britain, 1880-1914: Revolutions in Everyday Life （Alder-
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８　Coates, Nature, pp.145-172. またこのような研究成果のひとつとして以下がある。Peter C. 
Gould, Early Green Politics: Back to Nature, Back to the Land, and Socialism in Britain, 
1880-1900 （Brighton: Harvester Press, 1988）.
９　カーペンター，ヘンリ・ソルトらの環境保護主義とガンディーのそれとの関係を論じる下記
を参照のこと。Ramachandra Guha, Environmentalism: A Global History （Oxford: Oxford 
University Press, 2000）, pp.19-24. 
10　たとえば以下を参照のこと。Frederick Nash, The Rights of Nature: A History of Environ-
mental Ethics （Madison Wis.: University of Wisconsin Press, 1989）, pp.27-32. （岡崎洋監訳，
松野弘訳『自然の権利――環境倫理の文明史』TBS ブリタニカ，1993年，55-67頁）
11　Henry S. Salt, The Logic of Vegetarianism, 2nd ed. （London: George Bell & Sons, 1906）, 
p.80. ‘Land’ は，たとえば「田園」とも訳しうるが，当時の社会主義者たちの農村志向がしばし
ば土地改革論を含んでいたこと等も念頭におき，「土地」に近い「大地」と訳した。人口に膾炙






























12　Stephen Winsten, Salt and His Circle （London: Hutchinson, 1951）. 
13　George Hendrick, Henry Salt: Humanitarian Reformer and Man of Letters （Urbana: 
University of Illinois Press, 1977）.
14　ソルトが組織した「人道主義連盟」については下記のモノグラフがある。Dan Weinbren, 
“‘Against All Cruelty’: The Humanitarian League, 1891-1919,” History Workshop Journal, 
38 （1994）, pp.86-105. 
15　Winsten, Salt and His Circle, p.94.
16　ウィンステンは，失業者による「農場コロニー」の建設計画を検討するようソルトが「富裕
な知人たち」に働きかけたものの実現しなかったと述べている。Winsten, Salt and His Cir-
cle, p.73. またウィンステンの伝記に序文を寄せたショウは，ソルトがカーペンターと「土地コ
ロニー」の設立を計画したものの実現に至らなかったと述べている。Bernard Shaw, “Preface,” 

































いう。Gould, Early Green Politics, pp.45-46. なお菜食主義の農村志向への影響については下


































20　Henry S. Salt, A Plea for Vegetarianism, and Other Essays （Manchester: Vegetarian 
Society, 1886）. 
21　註11の文献である。
22　Henry S. Salt, The Life of H. D. Thoreau （London: Richard Bentley & Son, 1890）. 同書
の1908年改訂草稿（未公刊）をヘンドリックらが編集・刊行したのが下記である。Henry S. 
Salt, Life of Henry David Thoreau, George Hendrick, Willene Hendrick, and Fritz Oehl- 






































































































述べている。Thomas Robert Malthus, An Essay on the Principle of Population （Cambridge: 
Cambridge University Press, 1992）, p.15.
30　マルサスによるこの文言を説明しつつ，賃金上昇のためには労働者の人口制限が必要である
と主張するミルの議論を参照のこと。John Stuart Mill, Principles of Political Economy, 
Collected Works of John Stuart Mill, Vol.II （Toronto: Toronto University Press, 1965）, 
pp.351-354.
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して回顧している。Henry S. Salt, Seventy Years among Savages （London: George Allen 
































38　H. S. Salt, “Humanitarianism,” Westminster Review, 132 （July 1889）, pp.74-91, pp.74, 82.
39　“Manifesto of the Humanitarian League,” Humanitarian League, Fifth Annual Report, 



























































































43　Salt, The Logic of Vegetarianism, p.110. 
44　翌年に衣料改革活動を統合し「人道的な食と衣料部門」Humane Diet and Dress De-
































45　Humanitarian League, Humane Diet: Manifesto of the Humanitarian League Sub-Com-
mittee （London: Humanitarian League, n.d.）, p.1. 
46　Humanitarian League, Sixth Annual Report, 1897, p.11. 

































48　Humanitarian League, Humane Diet, p.1. 
49　Hendrick, Henry Salt, pp.71-72. 
50　Isabella M. Greg and S. H. Towers, “Cattle Ships and Our Meat Supply,” in Cruelties 
of Civilization, 2nd series （London, 1896）, chap.v, pp.26-29. 著者らが「人道的な食部門」↗
（ 74 ）
いう著者らの葛藤も読み取れるかもしれない。しかし著者らの提言は，事実
上は，発展しつつあった食肉の巨大な国際分業と流通のシステムを追認する
ものであったと言っても，あながち不当ではあるまい。
したがってソルトが「菜食主義から帰農へ」という見通しを発表したころ
には，すでに，「人道主義連盟」の中で，そのような展望をなし崩しにしか
ねない議論や活動が台頭していたのである。「人道的な食部門」を中心に広
がりつつあったのは，菜食主義と農村生活と自給自足ではなく，肉食と都市
生活と国際分業を前提とした改革運動であった。「菜食主義から帰農へ」と
いうソルトの見通しは，ソルト自身の組織の中で，当初から深刻な揺さぶり
をかけられていたのである。その意味での外的制約を，彼の帰農論は最初か
らはらんでいたと言えよう。
もっとも，ソルトの帰農論が足元から揺さぶられていったのは，ある意味
ではソルトの提唱する人道主義の必然的な結果だったと言えるかもしれな
い。前節で論じたように，ソルト的な人道主義の概念それ自体には，農村生
活の推進を特段に押し進める要素は見当たらなかった。それは都市生活の継
続ないし推進とも容易に同居，ときには連携しうる概念であった。「大地へ
の帰還」というソルトの展望は，ある意味では，彼自身が推し進めた人道主
義の発展によって制約されてもいたのである。
結びにかえて
本稿では限られた資料と角度からであるが，ヘンリ・ソルトの農村志向に
ついて若干の検討を加えてきた。
以上で確認してきたように，ソルトは『菜食主義の訴え』や『菜食主義の
論理』を通じて，明確に，農業・農村問題への関心を示していた。それだけ
ではなく，当時なお流通していた，マルサスの人口理論にもとづく貧困や食
料問題の説明や解決策に対して反論を試みた上で，菜食主義の採用は，都市
↘に参加していたか否かは確認できていない。
（ 75 ）
から農村への人口還流と，食料生産の増大と，食料自給の達成に貢献するで
あろうと指摘していたのである。「農場コロニー」などの実践面に対するソ
ルトの関与の程度はなお不明だが，菜食主義の社会的受容による「大地への
帰還」は望ましくまた可能であるという議論を彼はたしかに用意していた。
この意味での「菜食主義から帰農へ」という展望が，ソルトの農村志向の一
つの表れだったのである。新しい農村社会へのソルトなりの見通しを確かに
彼は有していたとも言えよう。
しかしその一方で，菜食主義こそが「大地への帰還」に貢献すると主張す
るソルトの展望には，様々な制約がかけられていたことも無視できない。
本稿で論じてきたように，1890年代にソルトが展開した人道主義思想は，
農村生活の推進を特段に狙いとするものではなく，このことがソルトの展望
にある種の制約をかけることになった。まずソルト自身，菜食主義を進める
最大の動機は人道主義にもとづくものであって，「帰農」がもたらす様々な
利益は，むしろ二次的，副次的な動機に数えられるにすぎない，という姿勢
を明確にしていた。ソルト自身の思想においても，「菜食主義から帰農へ」
という見通しは，無条件に積極的に打ち出されていたわけではなかった。そ
の展望には，ソルト自身の思想的確信にもとづく――その意味で内的な――
制約が慎重にかけられていた。
さらにそれだけではなく，ソルトの人道主義思想を推進する組織「人道主
義連盟」の内部では，現在の都市生活の継続を前提にした「人道主義運動」
――とくに「人道的な」肉食を進める運動――が発展し，「菜食主義から帰
農へ」というソルトの展望を足元から揺さぶっていたのである。この意味で
ソルトの「菜食主義から帰農へ」という展望には，外的な制約が当初から加
えられていたと言ってよいであろう。「大地への帰還」という夢は，ソルト
自身の人道主義の思想だけではなく，その実践面の組織的発展によっても，
足かせを受けていたのである。ソルトにおける農村志向と人道主義は，無視
できない緊張関係をはらんでいたと言えよう。
（ 76 ）
ただ本稿では分析対象の限定や資料上の制約のため，ソルトの議論それ自
体についても，検討が不十分な点が多々残されている。たとえばソルトの帰
農論の形成過程は，1880年代から1890年代のイギリスにおける農業・農村論
の展開の文脈の中で，さらにソルト側の資料もより豊富にした上で吟味され
なければならないであろう。また，ソルトの農村志向をソルト全体の思想的
な発展の中で捉えるためには，少なくとも，ソローへの傾倒と不可分である
彼の「簡素な生活」論を併せて検討しなければなるまい。これらの検討を踏
まえた上で，当時のイギリスにおける農村志向や，さらには環境保護主義の
歴史的発展を再考するのは別稿の課題としたい。
